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、 、 、 。なお 本ビジョンの目標期間は 21世紀の中頃を見通しつつ 概ね10年間とした

図１－１ 水道ビジョンの目的

２．水道の現況と将来の見通し

我が国の水道の普及率は、96.8％（平成14年度末現在）に達し、国民の大部分が

水道による水の供給を受けることができるようになった。しかしながら、以下の観

点において、様々な課題が出てきている。

（１）安全な水、快適な水が供給されているか

ほとんどの国民が水道を利用できるようになった昨今の状況において、国民の水

道に関する最大の関心は供給される水の安全性・快適性である。

しかしながら、厚生労働省が全国の水道事業者等を対象に行っている立入検査結

果では、水道の管理体制の不備が多く見受けられている。さらに、水道水源の水質

の悪化、貯水槽水道等設置者との結節点における水質の悪化、未普及地域の存在、

未規制水道における衛生管理の不徹底など、すべての国民が安心できる安全な水を

供給するには未だ至っていない。異臭味や塩素臭、色、濁りなどの快適性に関係す

る水質についてはさらに地域差が大きいものと考えられ、水道法に基づく水質管理

の徹底はもとより、水源から給水栓までの各段階で広い視野をもって相互関係を把

握しつつ、問題点を解決する必要がある。


